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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
室蘭の課題は、人口の減少に伴った公共交通の利用数減少および市民満足度の上昇です。高齢化の中、未だ移動手段の多くが自家用車であり、家族の負担の増加や高齢者の移動の不自由に繋がっていると考えられます。
これらのデータはオープンデータから入手しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表・写真のように週1度パナソニックITSさんとの打ち合わせを行いました。学生側が提案したアイデアを企業の方にレビューして頂きつつ、ブラッシュアップしていきました。その過程として、まず課題の対象をスマートフォンを使える人に限定しまいした。そして、データの裏付けをとるために具体的取り組みとして私たち各研究室の学生にアンケートをとることにしました。結果は右下のようになります。また室蘭市地域公共交通アンケートでも、ダイヤへの不満と使用性への不満が多いことが分かりました。学生にアンケートをとった時にも「バス停に屋根がほしい」、「バスの走行位置を知りたい」といった意見があったことから路線バスの使用性を改善することで満足度の向上が期待できると考えました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このバス停で待つよりもピロティのような場所で待ちたいと多くの人が思っています。そこで待つにはバスの位置を知ることが出来るアプリが必要だと考えました。また、将来的には乗客数を把握出来るようにし、より効率的なダイヤ改正に繋がるようにしたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・アプリ開発者：室蘭工業大学での授業として情報系の学生とパナソニックITSの連携で行う
　→単位認定とする講義として設定し、学生中心で構成する。相棒型PBL、enPiTの学生も参加し、開発を実施する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・アプリ開発者：室蘭工業大学での授業として情報系の学生とパナソニックITSの連携で行う
　→単位認定とする講義として設定し、学生中心で構成する。相棒型PBL、enPiTの学生も参加し、開発を実施する。
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